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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）偏光子用素子；および
（ｂ）偏光子用素子と実質的に接触しているテーパーの付いた導波路のアレイ、ここで、
（ｉ）該導波路の各々のテーパーの付いた端は該偏光子用素子から外側に向かって延びて
おり、
（ii）該導波路の各々は該偏光子用素子（ａ）に隣接した入光面と該入光面から遠位にあ
る出光面とを有し、
（iii）該導波路の各々の入光面の面積は、その出光面の面積より大きく；そして
（iv）該アレイ中の導波路は、該導波路の屈折率より小さい屈折率を有する間隙領域で隔
てられている、
を含む、表示装置の出光側に配置される改良された偏光子。
【請求項２】
（ｃ）基板、ここで該偏光子用素子（ａ）が、該テーパーの付いた導波路のアレイ（ｂ）
を該基板（ｃ）から隔てる；および
（ｄ）接着剤層、ここで該基板（ｃ）が、該偏光子（ａ）を該接着剤層（ｄ）から隔てる
、
をさらに含む、請求の範囲第１項に記載の改良された偏光子。
【請求項３】
（ｅ）該導波路のテーパーの付いた端に隣接する保護層、
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をさらに含む、請求の範囲第２項に記載の改良された偏光子。
【請求項４】
（ｆ）液晶セル、ここで該接着剤層（ｄ）が、該基板（ｃ）を該液晶セル（ｆ）から隔て
る、
をさらに含む、請求の範囲第３項に記載の改良された偏光子。
【請求項５】
（ｇ）カラー・フィルターグリッドアレイ
をさらに含む、請求の範囲第４項に記載の改良された偏光子。
【請求項６】
偏光子用素子が、水平の視軸と該水平視軸に垂直な軸により規定される面に平行に偏光す
る光を提供するように配向されている、請求の範囲第１項に記載の改良された偏光子。
【請求項７】
偏光子用素子が、導波路の断面の短軸と該導波路の断面に垂直な軸により規定される面に
平行に偏光する光を提供するように配向されている、請求の範囲第１項に記載の改良され
た偏光子。
【請求項８】
導波路の各々の入光面の断面が約１０ミクロンから約１００ミクロンであり、そして該導
波路の各々の出光面の断面が約５ミクロンから約５０ミクロンである、請求の範囲第１項
に記載の改良された偏光子。
【請求項９】
偏光子用素子（ａ）とテーパー付き導波路のアレイ（ｂ）との間の間隔が約２５０ミクロ
ン未満である、請求の範囲第１項に記載の改良された偏光子。
【請求項１０】
偏光子用素子（ａ）とテーパー付き導波路のアレイ（ｂ）との間の間隔が約２５ミクロン
から約０ミクロンである、請求の範囲第１項に記載の改良された偏光子。
【発明の詳細な説明】
発明の背景
本発明は、偏光子用素子と、その偏光子用素子と実質的に接触しているテーパーの付いた
導波路のアレイを含んでなる改良された偏光子に関する。
この技術分野で光透過性デバイス、若しくは導光器としても知られている光導波路は、例
えば投影表示装置、オフ-スクリーン・表示装置および直視ディスプレイのような表示装
置中で用いられている。例えば、ミラー（Miller）に付与された米国特許第３，２１８，
９２４号および同第３，２７９，３１４号明細書並びにブラッドレー，ジュニア（Bradle
y, Jr.）達に付与された米国特許第４，７６７，１８６号明細書を参照されたい。かかる
ディスプレイは電算機端末、航空機コックピット・ディスプレイ、自動車計器板、テレビ
ジョン、およびテキスト、グラフィックス或いはビデオ情報を提供する他のデバイスを含
めて広範囲の用途で用いられている。
このようなディスプレイは、通常、ガラスまたはプラスチックフィルムの二枚の薄片の間
に入れた液晶素子のラミネートから成る。そのガラスの内面は、その内面近くの液晶分子
を優先配向させるために、摩擦若しくはその他の処理がなされている。背後から照明する
配置の液晶デバイスの操作には、内側（裏側）と外側に偏光子を使用することが必要であ
る。その液晶の配向方向と、“標準状態オン”若しくは“標準状態オフ”のデバイスの規
格とによって、その内側および外側の偏光子に要求される配向が指示される。一般的には
、表示装置からの光の広がりは異方性で、従って水平面（ｚｘ）に送られる光の量が多く
、垂直面（ｚｙ）に送られる光の量が少ないのが望ましい。
液晶材料をベースにした直視表示装置の一つの態様は、ねじれネマチック（ＴＮ）液晶表
示装置である。この態様では、ネマチック液晶媒質は、基板面に平行に液晶分子を自発的
に配列させるように処理されている基板の間にサンドイッチされている。その二枚の基板
が、各基板での配列が９０度異なるように配向されていると、その液晶分子はその媒質の
厚み全体を通して９０度の配向変化を起こす。両基板が適切な間隔（普通約５ミクロン）
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を有する場合、この構造物は、その基板の面に垂直な入射光の偏光面を９０度回転させる
性質を有する。この基板の間に電圧（普通数ボルト）を加えると、液晶分子の秩序が変化
する。電圧が印加されていると、その分子は基板に垂直に配列する傾向があり、従って９
０度の回転が消滅することになる。かくして、電圧が掛かっている場合、その基板表面の
法線方向入射光の偏光度は変化しない。これらの原理に基づいて、電圧が印加されていな
い状態の時に標準状態で黒い（ＮＢ）か、または電圧が印加されていない状態の時に標準
状態で白い（ＮＷ）直視ねじれネマチック（ＴＮ）液晶装置が組み立てられる。
一例として、標準状態で白い典型的なディスプレイは上に説明したようなＴＮ液晶セルか
ら成り、その液晶セルには、デバイスの面に対して法線方向の非偏光入射光がそのデバイ
スに入ると直線的に偏光するように、偏光子用素子がそのセルのいずれかの側に取り付け
られている。光がそのセルを横切るにつれて、偏光面は９０度回転される。この光は、次
いで、第１の偏光子用素子に対して９０度配向している第２の偏光子用素子に送られる。
かくして、電圧が掛かっていない状態の場合、そのデバイスに対して法線方向の入射光は
その構造体を透過する。その基板の間に電圧を掛けると、その媒体は最早偏光面を９０度
回転させない。かくして、その構造体に対して法線方向の入射光は第２の偏光子用素子に
よって拒絶され、透過されない。このようにして、印加電圧のパターンに含まれる映像情
報が光の減少として呈示され、観察者により視られる。これが、簡単な、標準状態で白い
（ＮＷ）ねじれネマチック・ディスプレイの作動原理である。
一般に、このような表示装置の欠点は、高い角度への光の投射が不十分で、そのため可視
性がその液晶デバイス面の法線、即ちｚ-軸の回りの狭い角度範囲に限定されることであ
る。もう一つの欠点は、その面の法線に対して高い角度で見た時、映像の質が低下する、
即ち望ましくないカラーシフト、限定されたグレースケール、小さいコントラストおよび
鮮明度の低下が見られることである。
かくして、液晶デバイス面の法線の回りの可視性が改善され、且つ高い角度で見た時の映
像の質も改善されている表示装置の必要がこの技術分野に存在する。
発明の要約
本発明者達は、この技術分野における前述の需要に応える改良された偏光子を開発した。
即ち、本発明は、（ａ）偏光子用素子と；（ｂ）その偏光子用素子と実質的に接触してい
るテーパーの付いた導波路のアレイを含んでなり、ここで（ｉ）その導波路の各々の細く
なった端はその偏光子用素子から外に向かって伸びており、（ｉｉ）その導波路の各々は
偏光子用素子（ａ）に隣接する入光面とその入光面から遠位にある出光面を有し、（ｉｉ
ｉ）その各導波路の入光面の面積はその出光面の面積より大きく、そして（ｉｖ）そのア
レイ中のそれら導波路はそれら導波路の屈折率より小さい屈折率の間隙領域によって隔て
られている。間隙領域は非-導波光を吸収し、且つ偏光子の表面反射を減らすためにカー
ボンブラックのような光吸収材料を含んでいるのが好ましい。
本発明は、液晶デバイスの面の法線の回りの可視性が改善され、且つ高い角度で見た時の
映像の質もより良好なコントラストと鮮明さを示すと言う点で改善されているので、その
使用が有利である。
以下の説明、添付図面および付記された特許請求の範囲から、本発明の他の利点が明らか
になるであろう。
【図面の簡単な説明】
図１は、本発明の改良された偏光子の側断面図を例示説明するものである。
図２は、長方形の断面を有するテーパー付き導波路アレイの透視図である。
図３は、円形の断面を有するテーパー付き導波路アレイの透視図である。
図４は、テーパー付き導波路アレイの形成過程を例示説明するものである。
図５は、本発明の改良された偏光子のもう一つの態様を例示説明するものである。
推奨される態様の詳細な説明
本発明者達は、完全に平行にした光以外の任意の光による照明下では、テーパー付き導波
路アレイの機能は、そのアレイが大体導波路の入光面の面積の略１／２乗より大きい任意
の距離で液晶セルから離れると、次第に阻害されるようになることを見いだした。偏光子
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の標準構造は、５層とまでは行かないにしても少くとも３層から成るので、基板上にテー
パー付き導波路アレイを付けた普通の偏光子の簡単な積層では、液晶素子とテーパー付き
導波路アレイとの間に望ましくない大きな間隙が生じる。下記の比較例に示されるように
、この間隙は鮮明さとコントラストを特に有意に低下させる原因となる。
かくして、本発明は、（ａ）偏光子用素子と；（ｂ）その偏光子用素子と実質的に接触し
ているテーパー付き導波路のアレイとを含んでなる。本明細書で用いられる“実質的に接
触”という用語は、偏光子用素子とテーパー付き導波路アレイとの間の距離が約２５０ミ
クロンより小さいことを意味する。この偏光子用素子とテーパー付き導波路アレイとの間
の距離は約５０ミクロンから約０ミクロンであるのが好ましく、約２５ミクロンから約０
ミクロンであるのが最も好ましい。この偏光子用素子とテーパー付き導波路アレイを極く
近接させて置くことの一つの利点は、液晶表示装置の素子（ピクセル）とテーパー付き導
波路アレイとの間の距離ができるだけ小さくなり、鮮明さ、コントラストおよび色の純度
がより大きい映像が得られることである。
図１を参照して説明すると、テーパー付き導波路１０のアレイは偏光子用素子１２と実質
的に接触している。各導波路の細くなっている端は偏光子用素子１２から外側に向かって
伸びている。各テーパー付き導波路は偏光子用素子１２に隣接した入光面とその入光面か
ら遠位にある出光面とを有している。各テーパー付き導波路の入光面の面積はその出光面
の面積より大きい。これらの導波路は、その導波路の屈折率より小さい屈折率を有する間
隙領域１４で隔てられている。
各導波路の入光面の断面は約１０ミクロンから約１００ミクロンであり、また各導波路の
出光面の断面は約５ミクロンから約５０ミクロンであるのが好ましい。偏光子用素子１２
の表面に平行な面でのテーパー付き導波路の断面は、円形、正方形、六角形、楕円形およ
び長方形を含めて任意の形状であることができる。図２は透視的に見た、長方形の断面を
有するテーパー付き導波路１０のアレイを示す。図３は透視的に見た、円形の断面を有す
るテーパー付き導波路１０のアレイを示す。これらテーパー付き導波路１０の側壁の形状
は真っ直ぐでも、曲がっていても良い。
導波路１０が、その出光面の面積がその入光面の面積より小さくなるようなテーパーを有
している場合には、出光面から出てくる光の角度分布は入光面に入る光の角度分布より大
きい。本発明の改良された偏光子をディスプレイに用いると、変調装置から出る光の角度
分布をその変調装置からの映像をより高い角度で見ることができるように変える。各テー
パー付き導波路１０の出光面の面積は入光面の面積の約１から約５０パーセントであるの
が好ましく、入光面の面積の約３から約２５パーセントであるのがさらに好ましく、そし
て入光面の面積の約４から約１２パーセントであるのが最も好ましい。
本発明の改良された偏光子を備えたディスプレイが大きい全光処理能力を持つためには、
全導波路の入光面の面積の和が基板の総面積の約４０パーセントより大きいことが好まし
く、基板の総面積の約６０パーセントより大きことがさらに好ましく、そして基板の総面
積の約８０パーセントより大きいことが最も好ましい。
テーパー付き導波路１０の先細の真直ぐな側壁同志をそれらが交差するまで延ばすと、そ
れらはテーパー角をなす。このテーパー角の値は約２度から１４度の範囲であるのが好ま
しく、そしてより好ましくは約４度から１２度の範囲であり、最も好ましくは約６度から
１０度の範囲である。
テーパー付き導波路１０はある一定の高さと、その導波路の入光面の最小横断距離である
基本寸法（base dimension）を持つ。例えば、入光面の形状が正方形の場合、その基本寸
法はその正方形の一辺の長さである。もう一つの例で、その入光面の形状が長方形の場合
、その基本寸法はその長方形の二つの辺の短い方の寸法である。この基本寸法の特定の値
は変調装置の隣接ピクセル間の中心間距離に依存して広い範囲で変えることができる。変
調装置によって形成される像の解像度を低下させないためには、その基本寸法を変調装置
の隣接ピクセル間の中心間距離に等しくするか、若しくはそれより小さくするのがよい。
例えば、変調装置中の隣接ピクセル間の中心間距離が２００ミクロンならば、その基本寸
法は約５ミクロンから約２００ミクロンの範囲であるのが好ましく、そしてより好ましく
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は約１５ミクロンから約２００ミクロンの範囲であり、最も好ましくは約２５ミクロンか
ら約１００ミクロンの範囲である。
この基本寸法が選定されると、そのテーパー付き導波路１０の高さを基本寸法に対する高
さの比で特定することができる。この基本寸法に対する高さの比は、入光面に入る光の角
度分布に比べて出光面から出る光の角度分布をどのくらい増大させるかと言う希望範囲に
依存して広範囲に変えることができる。この基本寸法に対する高さの比は約０．２５から
約２０であるのが好ましく、そしてより好ましくは約１から約８であり、最も好ましくは
約２から約４である。
本発明のテーパー付き導波路アレイのもう一つの重要な特徴は、例えば左右からの、即ち
ｚｘ面内の水平の色々な角度での可視性（若しくは明るさ）が、上下で、即ちｚｙ面内の
垂直な色々な角度での可視性を犠牲にして高められるように、そして選択的に光を配分す
るように、そのアレイを設計できることである。最大視角での希望の異方性を得るのに寄
与する一つの因子は、各テーパー付き導波路の底部（base）に入る光の偏光方向である。
その導波路を通って伝播するこの光の偏光方向は、導波路の配向と共に、偏光子用素子中
での偏光方向の相対的配向によって決まる。例えば、光の偏光方向がｚｘ面に平行な場合
に水平面への大きい透過が達成される。透過される光と導波路の出口面（頭部）で内部に
反射される光との相対的割合は、出口面での入射面に対する光の偏光方向の配向に依存す
る。入射面に平行な偏光は透過光の割合をより大きくする。約４５度より大の大きい視角
では、その偏光方向をｚｘ面に平行になるように配向させることだけに因るこの効果によ
り、それら導波路自身が正方形、円形若しくは六角形などの対称性を有する導波路のよう
に高度に対称性（２回対称より大きい対称性）である場合でさえも、垂直面と水平面内で
の対応する角度での光の強度に１０％より大きい差が生じるであろう。
ｚｘ面内での可視性がｙｚ面内での可視性より大きいことが要求される用途では、楕円形
若しくは長方形の断面を有する導波路のような、２回対称性の形状のテーパー付き導波路
を使用することも推奨される。このテーパー付き導波路は、それらの断面若しくは底面の
長軸がｙ軸に平行で、短軸がｘ軸（水平の視軸）に平行になるように配向されるのが好ま
しい。この場合、ｚｘ面で偏光された光を送るために、その偏光子用素子を再び配向させ
ることにより、光の分布の異方性がまたさらに高められる可能性がある。
また他の用途では、テーパー付き導波路アレイから出てくる光が等方性であることが要求
されることがある。この場合、多回対称性の、即ち正方形、六方形若しくは円形の断面の
テーパー付き導波路が用いられているならば、推奨される偏光方向はｘ軸およびｙ軸に対
して４５度の角度である。このテーパー付き導波路を、例えば長方形または楕円形断面に
なるように選択的に引き伸ばすことによって等方性の結果を生じさせるために、その他の
偏光方向も考慮され得るであろう。その推奨偏光方向が液晶セルの規準方向、即ち図１の
ｘ、ｙおよびｚ軸方向に対して一度決められると、その全ディスプレイの残りもそれに従
わなければならない。即ち、その液晶ディスプレイの摩擦方向と後部偏光子の位置決めは
、この改良された偏光子のためになされた偏光方向の選択と全て整合して行われなければ
ならない。
テーパー付き導波路のアレイは約１．４５と約１．６５の間の屈折率を有し、それは市場
から入手できるポリメタクリル酸メチル、ポリ（４-メチルペンテン）、ポリカーボネー
ト、ポリエステル、ポリスチレン、およびアクリレート系若しくはメタクリレート系単量
体の光重合によって作られる重合体を含めて透明な固体重合体材料から作られる。このテ
ーパー付き導波路アレイは、二つの基本構成成分を含んでなる光重合性単量体から作られ
るのが好ましい。第１の基本構成成分は光重合性単量体、特に透明な固体重合体材料を与
えるエチレン系不飽和単量体である。さらに好ましい材料は約１．５０と約１．６０の間
の屈折率を有するもので、これにはウレタンアクリレート類若しくはウレタンメタクリレ
ート類、アクリル酸エステル類若しくはメタクリル酸エステル類、エポキシアクリレート
類若しくはエポキシメタクリレート類、ポリ（エチレングリコール）アクリレート類若し
くはポリ（エチレングリコール）メタクリレート類から成るアクリレート系若しくはメタ
クリレート系単量体混合物、またはビニル基含有有機単量体の光重合により生成する重合
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体がある。橋架け密度、粘度、接着性、硬化速度および屈折率などのようなこの組成物の
性質を微調整するために、そしてこの組成物から製造される光高分子の変色性、亀裂発生
性および剥離性を減らすために、その光重合性混合物に単量体の混合物を利用することが
有効である。
有用な、より好ましい単量体の例に次のものがある：メチルメタクリレート；ｎ-ブチル
アクリレート（BA）；２-エチルヘキシルアクリレート（EHA）；イソデシルアクリレート
；２-ヒドロキシエチルアクリレート；２-ヒドロキシプロピルアクリレート；シクロヘキ
シルアクリレート（CHA）；１，４-ブタンジオール・ジアクリレート；エトキシル化ビス
フェノールＡ・ジアクリレート；ネオペンチルグリコール・ジアクリレート（NPGDA）；
ジエチレングリコール・ジアクリレート（DEGDA）；ジエチレングリコール・ジメタクリ
レート（PEGDMA）；１，６-ヘキサンジオール・ジアクリレート（HDDA）；トリメチロー
ルプロパン・トリアクリレート（TMPTA）；ペンタエリトリトール・トリアクリレート（P
ETA）；ペンタエリトリトール・テトラアクリレート（PETTA）；フェノキシエチルアクリ
レート（PEA）；β-カルボキシエチルアクリレート（β-CEA）；イソボルニルアクリレー
ト（IBOA）；テトラヒドロフルフリルアクリレート（THFFA）；プロピレングリコール・
モノアクリレート（MPPGA）；２-（２-エトキシエトキシ）エチルアクリレート（EOEOEA
）；Ｎ-ビニルピロリドン（NVP）；１，６-ヘキサンジオール・ジメタクリレート（HDDMA
）；トリエチレングリコール・ジアクリレート（TEGDA）若しくは同ジメタクリレート（T
EGDMA）；テトラエチレングリコール・ジアクリレート（TTEGDA）若しくは同ジメタクリ
レート（TTEGDMA）；ポリエチレングリコール・ジアクリレート（PEGDA）若しくは同ジメ
タクリレート（PEGDMA）；ジプロピレングリコール・ジアクリレート（DPGDA）；トリプ
ロピレングリコール・ジアクリレート（TPGDA）；エトキシル化ネオペンチルグリコール
・ジアクリレート（NPEOGDA）；プロポキシル化ネオペンチルグリコール・ジアクリレー
ト（NPPOGDA）；脂肪族ジアクリレート（ADA）；アルコキシル化脂肪族ジアクリレート（
AADA）；脂肪族カーボネート・ジアクリレート（ACDA）；トリメチロールプロパン・トリ
メタクリレート（TMPTMA）；エトキシル化トリメチロールプロパン・トリアクリレート（
TMPEOTA）；プロポキシル化トリメチロールプロパン・トリアクリレート（TMPPOTA）；グ
リセリルプロポキシル化・トリアクリレート（GPTA）；トリス（２-ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート・トリアクリレート（THEICTA）；ジペンタエリトリトール・ペンタア
クリレート（DPEPA）；ジトリメチロールプロパン・テトラアクリレート（DTMPTTA）およ
びアルコキシル化テトラアクリレート（ATTA）。
特に有用なのは、少なくとも１種の単量体がジアクリレート若しくはトリアクリレートの
ような多官能性単量体であり、これらが反応したフォトポリマーの内部で架橋網目を生じ
るような混合物である。本発明の方法で使用するのに最も推奨される材料は、エトキシル
化ビスフェノール-Ａジアクリレートおよびトリメチロールプロパン・トリアクリレート
の光重合性混合物によって作られた橋架け重合体である。最も望ましい材料の屈折率は約
１．５３から約１．５６の範囲である。この透明な固体材料の屈折率は導波路素子全体に
亘って均一であることは本質的には重要なことではない。光条または散乱粒子若しくはド
メインのような、屈折率に不均質性の存在を誘き起こすことは、これらの不均質性が導波
路アレイの出口からの光の発散をさらに増加させる可能性があるので利点であり得る。
光重合性材料中の単量体の量は広い範囲で変えることができる。単量体の量若しくは単量
体混合物の総量は、通常、光重合性材料の約６０から約９９．８重量パーセント、好まし
くは光重合性材料の約８０から約９９重量パーセント、より好ましくは光重合性材料の約
８５から約９９重量パーセントである。
もう一つの基本成分として、この重合性材料は、化学線の照射で活性化されて単量体を光
重合させる活性化された種を生成する光開始剤を含んでいる。この光開始剤系は、光開始
剤と、好ましくは、例えば近紫外領域、およびレーザーが励起し、そして多くの通常の光
学材料が透過性である可視スペクトル領域も利用できるスペクトル領域にまでスペクトル
応答を拡げる常用の増感剤とを含んでいる。通常、この光開始剤は化学線で活性化され、
室温（即ち、約２０から約２５℃）およびそれ以下では、好ましくは熱的に不活性である
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遊離ラジカル生成性の付加重合開始剤である。
かかる開始剤の代表的例は、米国特許第４，９４３，１１２号明細書およびその中に引用
されている文献に記載されている開始剤である。好ましい遊離ラジカル開始剤に次のもの
がある：１-ヒドロキシ-シクロヘキシル-フェニルケトン［イルガキュア（Irgacure）１
８４］；ベンゾイン；ベンゾイン・エチルエーテル；ベンゾイン・イソプロピルエーテル
；ベンゾフェノン；ベンジジメチル・ケタール（イルガキュア６５１）；α，α-ジエチ
ルオキシ・アセトフェノン；α，α-ジメチルオキシ-α-ヒドロキシアセトフェノン［ダ
ロキュア（Darocur）１１７３］；１-［４-（２-ヒドロキシエトキシ）フェニル］-２-ヒ
ドロキシ-２-メチル-プロパン-１-オン（ダロキュア２９５９）；２-メチル-１-［４-（
メチルチオ）フェニル］-２-モルホリノ-プロパン-１-オン（イルガキュア９０７）；２-
ベンジル-２-ジメチルアミノ-１-（４-モルホリノフェニル）-ブタン-１-オン（イルガキ
ュア３６９）；ポリ｛１-［４-（１-メチルビニル）フェニル］-２-ヒドロキシ-２-メチ
ル-プロパン-１-オン｝［エサキュア（Esacure）KIP］；［４-（４-メチルフェニルチオ
）-フェニル］フェニルメタノン［クヮンタキュア（Quantacure）BMS］；ジ-カンファー
キノン；および５０％１-ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと５０％ベンゾフェ
ノン（イルガキュア５００）。
より好ましい光開始剤に次のものがある：ベンジジメチル・ケタール（イルガキュア６５
１）；α，α-ジエチルオキシ・アセトフェノン；α，α-ジメチルオキシ-α-ヒドロキシ
アセトフェノン（ダロキュア１１７３）；１-ヒドロキシ-シクロヘキシル-フェニルケト
ン（イルガキュア１８４）；１-［４-（２-ヒドロキシエトキシ）フェニル］-２-ヒドロ
キシ-２-メチル-プロパン-１-オン（ダロキュアー２９５９）；２-メチル-１-［４-（メ
チルチオ）フェニル］-２-モルホリノ-プロパン-１-オン（イルガキュア９０７）；２-ベ
ンジル-２-ジメチルアミノ-１-（４-モルホリノフェニル）-ブタン-１-オン（イルガキュ
ア３６９）；および５０％１-ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと５０％ベンゾ
フェノン（イルガキュア５００）。最も好ましい光開始剤は、光を照射した時黄変する傾
向がなく、従って組成物の着色がＡＳＴＭ　Ｄ１５４４-８０に従って求めた、１９０℃
の温度で２４時間露光した時のガードナー・スケールの値で８点以上にならない開始剤で
ある。このような光開始剤には、ベンジジメチル・ケタール（イルガキュア６５１）；α
，α-ジメチルオキシ-α-ヒドロキシアセトフェノン（ダロキュア１１７３）；１-ヒドロ
キシ-シクロヘキシル-フェニルケトン（イルガキュア１８４）；１-［４-（２-ヒドロキ
シエトキシ）フェニル］-２-ヒドロキシ-２-メチル-プロパン-１-オン（ダロキュアー２
９５９）および５０％１-ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと５０％ベンゾフェ
ノン（イルガキュア５００）がある。
光重合性混合物の厚みを横断して、実質的に平行な紫外線の勾配を形成させるために存在
しなければならない光開始剤の量は、その光重合性材料の総重量の約０．１から約１２重
量パーセントである。この光開始剤の量は、好ましくは光重合性材料の総重量に基づいて
約０．５から約１２重量パーセント、更に好ましくは約０．５から約８重量パーセントで
ある。望まれる勾配は開始剤の濃度によってだけでなく、露光光源中に存在する照射波長
の選択にも依存することが分かっており、これらはこの技術分野の習熟者によって調節さ
れ得る。
これら基本構成成分に加えて、この光重合性材料は安定剤、禁止剤、可塑剤、蛍光増白剤
、離型剤、連鎖移動剤、他の光重合性単量体等のような各種の追加成分を含んでいてもよ
い。
この光重合性材料は、ＡＳＴＭ　Ｄ４５３８-９０Ａに定義される空気中、１９０℃で２
４時間加熱劣化した後のひび割れと剥離、そしてそのような熱劣化後の黄変（ＡＳＴＭ　
Ｄ１５４４-８０に従って求められるガードナー・カラー・スケールで８以上の着色）の
ような性質の劣化を起こす分解を防ぐか、若しくは減らすための安定剤を含んでいるのが
好ましい。かかる安定剤に紫外線吸収剤、光安定剤および酸化防止剤がある。
紫外線吸収剤に次のものがある：２-［２-ヒドロキシ-３，５-ジ（１，１-ジメチルベン
ジル）フェニル］-２-Ｈ-ベンゾトリアゾール［チヌビン（Tinuvin）９００］；ポリ（オ
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キシ-１，２-エタンジイル），α-（３-（３-（２Ｈ-ベンゾトリアゾール-２-イル）-５-
（１，１-ジメチルエチル）-４-ヒドロキシフェニル）-１-オキシプロピル）-ω-ヒドロ
キシ（チヌビン１１３０）；および２-［２-ヒドロキシ-３，５-ジ（１，１-ジメチルプ
ロピル）フェニル］-２-Ｈ-ベンゾトリアゾール（チヌビン２３８）のようなヒドロキシ
フェニルベンゾトリアゾール、並びに４-メトキシ-２-ヒドロキシベンゾフェノンおよび
４-ｎ-オクトキシ-２-ヒドロキシベンゾフェノンのようなヒドロキシベンゾフェノン。光
安定剤には次のものがある：４-ヒドロキシ-２，２，６，６-テトラメチルピペリジン、
４-ヒドロキシ-１，２，２，６，６-ペンタメチルピペリジン、４-ベンゾイルオキシ-２
，２，６，６-テトラメチルピペリジン、ビス（２，２，６，６-テトラメチル-４-ピペリ
ジニル）セバケート（チヌビン７７０）；ビス（１，２，２，６，６-ペンタメチル-４-
ピペリジニル）セバケート（チヌビン２９２）；ビス（１，２，２，６，６-ペンタメチ
ル-４-ピペリジニル）-２-ｎ-ブチル-２-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシベンジル
）マロネート（チヌビン１４４）；およびコハク酸とＮ-β-ヒドロキシ-エチル-２，２，
６，６-テトラメチル-４-ヒドロキシ-ピペリジン（チヌビン６２２）とからのポリエステ
ルのようなヒンダードアミン類。酸化防止剤には次のものがある：１，３，５-トリメチ
ル-２，４，６-トリス（３，５-ジ-ｔ-ブチル）-４-ヒドロキシベンジル）ベンゼン、１
，１，３-トリス-（２-メチル-４-ヒドロキシ-５-ｔ-ブチルフェニル）ブタン、４，４′
-ブチリデン-ビス-（６-ｔ-ブチル-３-メチル）フェノール、４，４′-チオビス-（６-ｔ
-ブチル-３-メチル）フェノール、トリス-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシベンジ
ル）イソシアヌレート、セチル-３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシベンゼン［シアソー
ブ（Cyasorb）ＵＶ２９０８］、３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシ安息香酸、１，３，
５-トリス-（ｔ-ブチル-３-ヒドロキシ-２，６-ジメチルベンジル）（シアソーブ１７９
０）；ステアリル-３-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシフェニル）プロピオネート
［イルガノックス（Irganox）１０７６］；ペンタエリトリトール・テトラキス-（３，５
-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシフェニル）（イルガノックス１０１０）およびチオジエチ
レン-ビス-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシ）ヒドロシンナメート（イルガノック
ス１０３５）のような置換フェノール類。
本発明で用いられる好ましい安定剤は酸化防止剤である。好ましい酸化防止剤は、１，３
，５-トリメチル-２，４，６-トリス（３，５-ジ-ｔ-ブチル）-４-ヒドロキシベンジル）
ベンゼン、１，１，３-トリス-（２-メチル-４-ヒドロキシ-５-ｔ-ブチルフェニル）ブタ
ン、４，４′-ブチリデン-ビス-（６-ｔ-ブチル-３-メチル）フェノール、４，４′-チオ
ビス-（６-ｔ-ブチル-３-メチル）フェノール、トリス-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒド
ロキシベンジル）イソシアヌレート、セチル-３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシベンゼ
ン（シアソーブＵＶ２９０８）；３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシ安息香酸、１，３
，５-トリス-（ｔ-ブチル-３-ヒドロキシ-２，６-ジメチルベンジル）（シアソーブ１７
９０）；ステアリル-３-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシフェニル）プロピオネー
ト（イルガノックス１０７６）；ペンタエリトリトール・テトラビス-（３，５-ジ-ｔ-ブ
チル-４-ヒドロキシフェニル）（イルガノックス１０１０）；およびチオジエチレン-ビ
ス-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシ）ヒドロシンナメート（イルガノックス１０３
５）のような置換フェノール類から選ばれる。最も好ましい安定剤に、ペンタエリトリト
ール・テトラキス-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシフェニル）（イルガノックス１
０１０）；チオジエチレン-ビス-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-ヒドロキシ）ヒドロシンナ
メート（イルガノックス１０３５）；およびステアリル-３-（３，５-ジ-ｔ-ブチル-４-
ヒドロキシ-フェニル）プロピオネート（イルガノックス１０７６）がある。
組成物中の安定剤の量は広い範囲で変え得るが、通常、光重合性材料の約０．１から約１
０重量％である。好ましくは、安定剤の量は光重合性材料の約０．１から約５重量％であ
り、そしてより好ましくは光重合性材料の約０．２から約３重量％である。
本発明の改良された偏光子を作るために、偏光子用素子１２はテーパー付き導波路１０の
アレイ上で、完全または部分共役オリゴマー或いは同重合体および／またはヨード錯体な
どの、例えば電場、磁場またはせん断場のような外部配向場の影響下で異方性に吸収され
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る材料を沈積させることにより直接製造することができる。
別法として、テーパー付き導波路１０のアレイは偏光子用素子１２上で直接製造すること
ができる。テーパー付き導波路１０のアレイは射出成形法、圧縮成形法、熱ローラ加圧注
型法および光重合法を含めて様々な方法で製造することができる。推奨される方法は、図
４に例示した光重合法であり、この場合テーパー付き導波路１０のアレイは紫外線をパタ
ーンを描いたマスクを通して光重合性材料の層に照射することにより作られる。図４Ａで
、偏光子用素子１２は光重合性材料１６の層の最上部に置かれ、その光重合性材料１６は
離型層２０を有する底部支持板１８を覆って置かれている。マスク２２には不透明領域の
パターンが付いており、紫外線２４はテーパー付き導波路１０のアレイの希望のパターン
を構成する領域内だけを通り抜けることが許容される。水銀ランプまたはキセノンランプ
などからの紫外線２４はマスク２２の表面に当たる方向に進む。マスク２２の透明な領域
を通り抜けた紫外線２４は、そのマスク２２の透明な像区域の直ぐ下にある光重合性層１
６の露光領域２６の中で光重合反応を誘き起こす。光重合性層１６の、マスク２２の不透
明区域によって紫外線から遮蔽された区域の中では光反応は起きない。紫外線による露光
後、マスク２２と、離型層２０を有する底部支持板１８の両方を図４Ｂに示したように取
り外す。未反応の単量体をアセトン、メタノール或いはイソプロパノールのような適当な
溶媒で洗い流し、偏光子用素子１２の上に光重合した領域２６のパターンを残す。光重合
した領域２６は本発明のテーパー付き導波路のアレイに対応している。
テーパー付き導波路１０のアレイが適切な先細の形状を有するためには、未反応の光重合
性層１６の紫外線の波長での吸光度が、紫外線露光中のフィルムを通して紫外線の強度勾
配を形成させるよう、十分に大きくなければならない。即ち、光反応の開始を誘起するた
めに単量体層中で利用できる紫外線の量は、その単量体層の吸光性が有限であるために、
最上部即ちイメージ画像マスク側から底部即ち底部支持板側に向かって減少する。この紫
外線の勾配が、頭頂部から底部に向かって起きる光重合反応の量に勾配を生じさせ、それ
により、現像された導波路構造物はユニークなテーパー付きの幾何学的形状となり、そし
てその幾何学的形状は本発明の方法で容易に得られることになる。フィルムの頭頂部から
底部に向かって起きる光重合反応の量におけるこの勾配は、さらに、その光重合性層１６
中に溶けた酸素ガスの存在によって影響され、このような酸素は光重合過程で生成する遊
離ラジカルによって全ての酸素が消費された区域中を除いて、光重合反応を抑えたり、停
止させたりする作用をする。光重合反応の進行中における溶解酸素ガスのこのような作用
は、この技術分野の習熟者にはよく知られている。さらにまた、この光高分子構造体に必
要な幾何学的形状は、さらに、自己-集光過程により影響を受ける。即ち、その単量体層
の表面に当たった光はその表面で光重合を開始し、そしてその固体化した高分子材料の屈
折率はその液状の単量体の屈折率より大きいので、それはその中を通る光を屈折する作用
をする。このようにして、その単量体層の底部により近い単量体に当たる光の架空像（ae
rial image）が、その上に位置している既に重合した材料により引き起こされる屈折によ
って変えられる。この効果が、得られる重合構造体が、結像光（imaging light）が向か
って来る最上部表面からその層の底部即ち支持板側に向かって狭くなる原因になる。
テーパー付き導波路間の間隙領域１４の屈折率は、そのテーパー付き導波路の屈折率より
小さくなければならない。間隙領域１４のための好ましい材料に屈折率１．００の空気、
屈折率約１．３０から約１．４０の範囲のフルオロ重合体材料および屈折率約１．４０か
ら約１．４４の範囲のシリコーン材料がある。最も好ましい材料は空気とフッ素化ポリウ
レタンである。
本発明の一つの推奨される態様では、テーパー付き導波路間の間隙領域１４は、例えば吸
光性の黒い微粒子状材料のような吸光性材料も含んでいる。間隙領域１４中に吸光性材料
を使用することにより、本発明の改良された偏光子はコントラストがより大きくなり、そ
して室光が視る人の方に反射して返って来るのがより少なくなる。テーパー付き導波路の
側面と接触する黒色材料の面積を最小にするためには、間隙領域１４用に連続の黒色材料
よりはむしろ吸光性の粒子を用いる方が好ましい。間隙領域１４中に連続の黒色材料を用
いると、阻止波内部反射の機構により、導波路を透過した光に対する過剰吸光損失が生じ
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るだろう。この吸光性成分はその導波路の側面から少くとも約１ミクロン、好ましくは約
３ミクロンの間隔を保持するのが好ましい。任意の吸光性材料がこの粒子を製造するのに
用いられる。有用な吸光性黒色微粒子材料の例はランプ・カーボンランブラック粉末、カ
ーボンブラックとトナーとの混合物およびカーボンブラックとフルオロ重合体との混合物
である。この吸光性黒色微粒子材料は、表示装置の観察者側から見た場合、そのアレイを
無光沢の暗黒色（dark matte black）の外観に見せ、良好な光透過性を提供し、殆ど面反
射（正反射或いは拡散反射のいずれも）がないようにする。
図１を参照して説明すると、本発明の改良された偏光子は、液晶ディスプレイの頭頂板に
直ぐに直接結合できる形で使用者に供給されるので便利である。この改良された偏光子は
接着層３０の付いた支持層２８の上にある。支持層２８用の有用な材料にポリ（エチレン
テレフタレート）、ガラス、ポリ（チレンテレフタレート・グリコール）およびポリカー
ボネートがある。支持層２８は約１２ミクロンから約１００ミクロンの厚みであることが
好ましい。更に好ましくは、支持層２８の厚みは約１２ミクロンから約５０ミクロンであ
る。接着剤層３０用に有用な材料の例に、エチレン系接着剤および酢酸ビニル系接着剤の
ような感圧接着剤；エポキシド類、ウレタン類およびシリコーン類のような熱硬化性接着
剤；そしてアクリレート類、メタクリレート類およびウレタン類のような光重合性接着剤
；並びにそれらの混合物がある。
図５に示した、図１の態様より好ましさが小さい態様では、テーパー付き導波路１０のア
レイは支持層３２の上に作られている。この第１支持層３２には接着剤層３４が付いてい
る。最低条件として、支持層３２は、可視光の波長領域が、作られる光導波路が作動する
のに最も望ましい領域であるので、約４００ｎｍから約７００ｎｍの波長範囲の光に対し
て透明なものである。この支持層３２は、また、多くの有用な光開始剤が光を吸収する領
域である約２５０ｎｍから約４００ｎｍの領域で紫外線を透過することがより望ましい。
さらに、本発明の改良された偏光子を約７００ｎｍから約２０００ｎｍの近赤外領域で用
いることを望むなら、この領域でも同様に透明である支持層３２を使用する方が好ましい
だろう。支持層３２の屈折率は約１．４５から約１．６５の範囲であることができる。最
も望ましい屈折率は約１．５０から約１．６０である。図５の第１、第２若しくは第３支
持層３２は任意の透明な固体材料から作ることができる。好ましい材料は市場から入手可
能で、これには透明な重合体、ガラスおよび溶融シリカがある。有用な透明な重合体にポ
リエステル類、ポリアクリレート類および同メタクリレート類、ポリスチレン並びにポリ
カーボネート類がある。これら材料の望ましい特性は表示装置の普通の作動温度での機械
的および光学的安定性である。透明な重合体はガラスに比べて構造的可撓性という追加の
利点を持ち、製品を大きなシートに成形し、裁断し、そして必要に応じて積層することが
できる。支持層３２用の好ましい材料はガラスおよびポリエチレンテレフタレートなどの
ポリエステルである。支持層３２の厚みは広範囲に変えることができる。この支持層３２
の厚みは約０．５ミル（０．０００５インチ、即ち１２ミクロン）から約１０ミル（０．
０１インチ、即ち２５０ミクロン）であるのが好ましい。
好ましくは、その接着剤層（単層若しくは複層）３４は光透過性の有機材料である。接着
剤層として一番上の第１接着剤層３４はその導波路用の支持層をその偏光子用素子１２用
の、支持層として一番上の支持層に結合する。接着剤層として一番下の第２の接着剤層３
４はその偏光子ラミネートを液晶ディスプレイに強く粘着させる手段を提供するために設
けられる。この接着剤層３４の厚みは広範囲に変えることができる。普通、この接着剤層
の厚みは、常用の直視フラットパネル表示装置のような末端用途に用いられると考えた場
合のものである。本発明の推奨される態様では、接着剤層３４の厚みは約１ミクロン以下
である。導波路が偏光子用素子１２の裸の支持層３２の上に直接形成されるように決めら
れると、第１接着剤層３４と第１支持層３２とは省かれてもよい。
更に、図１または５の複数の層の間か、または偏光子が張り付けられる基材の上のいずれ
かで、結合層および接着促進層が用いられる。それらは、接着剤層（単層或いは複層）３
４の全部若しくは一部を構成することができる。そのような材料はこの技術分野の習熟者
には良く知られ、市場から入手可能であり、従ってこの明細書では詳細には説明しないこ
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とにする。例えば、若し支持層３２がガラスであると、そのガラス表面を３-（トリメト
キシシリル）プロピルメタクリレート；３-アクリルオキシプロピルトリクロロシラン；
およびトリメチルシリルプロピルメタクリレートを含めてある特定のタイプのシラン化合
物と反応させることにより、適切な接着の促進を達成することができる。支持層３２がポ
リエチレンテレフタレート（PET）の場合には、ホスタファン（Hostaphan）４５００［ヘ
キスト-セラニーズ社（Hoechst-Celanese）］のような接着処理したＰＥＴフィルムを用
いることにより、接着の促進をもたらすことができる。支持層３２がエマルジョン被覆さ
れている場合には、接着促進は３-アクリルオキシプロピルトリクロロシラン

のＡ０３９６により得ることができる。
カラーフィルター格子アレイ３６が、普通、液晶ディスプレイ内に組み込まれる典型的な
ディスプレイ素子である。多色ディスプレイでは、そのカラーフィルターはブラックマス
クで取り囲まれた赤色、緑色および青色の各素子のアレイから成る。一般に、この素子は
液晶素子に極く密接して置かれていることが重要である。これら素子の大きさはピクセル
の大きさと同じである。モアレ効果を避けるためには、導波路基部の寸法をピクセル（フ
ィルター・グリッド）の大きさより小さくするのがよい。テーパー付き導波路の基部の縦
の長さは、カラーフィルター素子の小さい方の寸法の１／４若しくはそれ以下であること
が好ましいだろう。また、検査偏光子（analyser）即ち最上部（前部）偏光子までの距離
をできるだけ小さくすることが好ましい。液晶ディスプレイの通常の設計では、検査偏光
子と液晶素子との間に一定の厚さのガラスを挟む事が、斜めからの視角での色ずれの問題
の一因になる。これは、スクリーンの面に垂直でない、即ちｚ軸に平行でない光線が隣接
の、即ち間違ったカラー素子にクロスオーバーするためである。本発明の偏光子は、ディ
スプレイを横切った後の光を斜めの角度に広げるプリズム形状の導波路を組み込んでいる
ので、この色ずれの問題を制限するために平行度の高いバックライトを使用することがで
きる。液晶ディスプレイ内にこのカラーフィルターを組み込むには、複雑な多段法が必要
になる。本発明の改良された偏光子は、ｚ軸に沿って強く平行化された光を生成するバッ
クライト光源を使用するのが好ましいので、そのカラーフィルターグリッドは、場合によ
っては、その液晶ディスプレイ内から、図５に示されているように、検査偏光子の近くに
位置するようにずらすことも可能で、それにより液晶ディスプレイの製造が非常に簡単に
なる。
図５で、テーパー付き導波路１０のアレイの出光端の上の保護層３８がテーパー付き導波
路１０のアレイの出光面の機械的損傷を保護し、またそれはテーパー付き導波路間の間隙
領域１４に吸光性微粒子材を封じ込めるのにも役立つ。保護層３８は押出成形法または積
層法で形成したオーバーコートであってもよい。また、保護層は、吸光性の黒色微粒子材
を間隙領域１４に充填する前に、テーパー付き導波路１０のアレイ出光面に塗布して形成
してもよい。保護層３８は、例えば支持層３２を作るために使用される材料のような透明
なバッキング材、場合によっては、そして好ましくはフッ化マグネシウムのような材料か
ら作られた、テーパー付き導波路１０のアレイの表面からの室光の正反射を減らす抗-反
射性フィルムから構成される。抗-反射性塗料をテーパー付き導波路および間隙領域１４
の出光端の上で直接蒸発させてもよい。有用な抗-反射性塗料の例は本願と共通に譲渡さ
れ、アローニ（Aharoni）達に付与された米国特許第５，０６１，７６９号；同第５，１
１８，５７９号；同第５，１３９，８７９号；および同第５，１７８，９５５号明細書に
教示されているフルオロ重合体である。
本発明の改良された偏光子は、本明細書で引用、参照するものとされる、本願と共通に譲
渡され、１９９３年７月１日に出願された米国特許出願第８６，４１４号明細書の直視フ
ラットパネル表示装置で用いることができる。このような表示装置は電算機端末、テレビ
ジョン、航空機コックピット・ディスプレイ、自動車計装パネル、およびテキスト、グラ
フィックス或いはビデオ情報を提供する他のデバイスに用いられる。さらに、本発明の改
良された偏光子は、フラットパネル・デバイスの範疇に入らない、道路標識、陰極線管（
ＣＲＴ）ディスプレイ、デッドフロント（死面）ディスプレイ、および他のテキスト、グ
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若しくは改良するために、或いは照明系の輝度または光学特性を変更若しくは改良するた
めに用いることができる。
本発明を以下の非限定実施例により更に十分に説明する。
実施例１
透明なフィルム上にテキストおよび微細間隔線の像を作成した。この像を、±５°以内に
平行化された光を生成させるために、レンズを用いて調整した光ファイバー光源によって
背後から照明した。図１に示したような、テーパー付き導波路１０のアレイ、支持層２８
、黒色-充填間隙領域１４および保護層３８で組み立てた視野スクリーンを結像透明フィ
ルムの直ぐ前に置いた。次いで、この像を４５度の角度で視た。その像は鮮明に視えた。
次に、この視野スクリーンをその結像透明フィルムから０．２８ｃｍの距離離した。像は
この点でかなりぼやけて視え、これは像の面と本発明の改良された偏光子の基板との間の
距離をできるだけ小さくすることの重要性を示している。さらに、０．２８ｃｍの間隔を
固定し、バックライトの光の平行化の程度を減少させると（平行化角度が５°より大きく
なると）、像の崩壊がより激しくなることが観察された。
実施例２および比較例
本発明の偏光子および比較用偏光子を以下のように組み立てた。実施例２の偏光子は、図
１に示したように、偏光子を作るために、感圧接着剤の層によって偏光子用素子１２に結
合されたテーパー付き導波路１０のアレイの中に間隙領域１４を含んでなり、その偏光子
用素子１２とテーパー付き導波路１０のアレイとの間の距離は約５０ミクロンであった。
比較用偏光子は、図５に示したように、感圧接着剤の層３４を有する厚み７５ミクロンの
ポリエチレンテレフタレート支持層３２の上のテーパー付き導波路１０のアレイの中に間
隙領域１４を含んでいる。接着剤層３４を有するこの支持層３２は、偏光子を作るために
、偏光子用素子１２に結合された感圧接着剤の層３４を有する厚み１６５ミクロンのポリ
エチレンテレフタレート支持層３２に結合されており、その偏光子用素子１２とテーパー
付き導波路１０のアレイとの距離は約３１５ミクロンであった。
単一ポイント段（single point steps）の中に４ポイントから８ポイントのポイントサイ
ズでテキストを描いている透明フィルムで像を作成した。この像は、ＣＲＴコンピュータ
ー・モニタースクリーン上にホワイトパターンで生成された非平行光源により照明された
。偏光子の各々をこの透明フィルム上に置き、その像を法線に対して４５度の角度で視た
。比較用偏光子を通して視た像は実施例２の偏光子を通して視た像よりぼやけ、しかもぶ
れていた。その相対的な差は、実施例２の偏光子を通すとポイントサイズ５ポイントまで
下がったテキストが読み取り可能であり、一方比較用偏光子を通すとポイントサイズでわ
ずか７ポイントまで下がったテキストが読み取り可能である、というそのような差であっ
た。
実施例２および比較用偏光子を用い、スクリーンの法線に対して約１２度以内に平行化さ
れた光源で照明されている液晶ディスプレイ・スクリーンにより創られた像の上に各偏光
子を置くことにより、第２の試験を行った。これらのスクリーンは、そのスクリーン内の
偏光子用素子がディスプレイの最外部の偏光子に平行に配向するように配向された。これ
らの場合も、像を法線に対して４５度の角度で視た。実施例２の系を通して視た像は、テ
ーパー付き導波路１０のアレイと偏光子用素子との間の間隔が遥かに大きい比較例の系を
通して視た像より有意に鮮明であった。
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５】
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